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北海道大学衛生工学シンポジウム
1993.11北潜道大学学荷交流会館

7-5 
し原処理施設に搬入される浄化槽汚泥の問題点

住友重機械工業〈株〉岡庭長安中野孝二

1、はじめに

廃棄物処理統計によれば、平成2年度における全国のし尿処理施設は約 1200笛所、処理されて

いるし尿及び浄化槽汚泥は約81200kQ/自である。また、し尿処理施設に搬入される浄化槽汚

犯は表1に示すとおり漸増し、平成2年度では31%を占めるに至った。 1)

平成3年からの第7次廃棄物施設整備5箇年計画の中でも合併処理静化槽の計画的整婿が進められ

ていることから、今後じ尿処理施設への浄化槽汚泥搬入詑率は更に増加するものと考えられる。 2)

本報告では、浄化槽汚泥搬入比率の増加がし尿処理施設に及ぼす影響と問題点につき、文献調査の

結果と実施設での状況をまとめた。また、調査伊!の少ない浄化槽汚泥中の油分について若干の検討結

果をまとめた。

表1 し尿処理施設搬入量の推移

昭和61年度 62年度 63年度 平成光年度 2年度

し尿 k Q/8 59.374 58.254 58.278 57.332 55.907 

浄化槽汚泥 k Q /8 21. 106 22. 522 23. 685 24.585 25. 271 

合計 k Q/日 80.480 80.776 81.963 81. 917 81.178 

浄化槽汚泥搬入比率 % 26.2 27.9 28.9 30..0 31.1 

Z、文献調査結果

J 1 CS T によれば、ヰーワード「静化槽汚泥Jで、検索された文献は 19 8 1年.......1993年にお

いて 11 5件であった。それら文献からの知見を含め、浄化槽汚泥の搬入比率が増加した場合の問題

点を整理すると概略以下であると考えられるo

①、浄化槽汚泥は量的、質的変動が大きいため、負碍変動の原因となり処理機能の不安定化を招く。

②、通常、浄化槽汚泥収集震の増加はし尿収集量の減少を伴うので、総体的には低負荷化対策が重要で

ある。

③、合併式浄化槽の普及に伴う油分の搬入増加によって処理機能の低下が懸念される。

④、し段とは性状の異なる浄化槽汚泥の処理率が上昇する事から、し尿処理施設内で発生する余剰汚泥

の処理を再検討する必要がある。

①に関して、筆者ら 3)はし尿処理施設に搬入される浄化槽汚泥について約 150検体の分析調査を

実施し、浄化槽汚泥の溶解性成分はし践に比して 20.......30分の 1であること、合併式の浄化槽汚泥

では単独の汚泥に比較し、 ss中の灼熱減量が低いこと等を明らかにした。

①の問題への対応としては相当の貯留槽を設置し、璽と質の均等化を計る必要がある。

②については内藤等4)によって対策を含めた事例が紹介され、既存の嫌気性消化処理、好気性消化

処理、標準税窒素処理では専用貯留槽を設けることによって、比較的軽微な設備若しくは運転管理上

の改善によって問題を克服できることが永されている。

現在、 lし尿処理の主流となった高負荷脱窒素処理においても、生物脱窒索機能は比較的高い速度で

行われる内性呼吸脱窒反応を利用できるため、脱窒素に必要な・溶解性BOD掠の低下にも対誌が可能

と考えられる。
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また、新規に計画される施設については、一次処理でssの分離を行う浄化槽汚泥専用処理等で効

果的に処理を行うこともできる。

しかしながら、③、④については資料が少ない。

④については桜井6)が紹介した重金属分析データがあるが、それによれば静化槽汚泥とし尿処理汚・泥

の重金属含有量は伺程度であるとの報告がある。

3、静化槽汚泥の油分

(1)、平均的な油分

神奈JII県内のAし尿処璃施設において5々搬入される浄化槽汚抱中のヘキサY抽出物質調査を行い、排

出事業所によってその濃度に特徴があるのかを調査したむ 〈本報ではヘキサY抽出物費問油分とする。〉

調査結果を表2、表2のヘキサy抽出物質を主な排出事業所と対比して額11こ示した。約 1ヶ月閣の調

査結果では浄化槽汚泥中のヘキサy抽出物質は 335""" 1 0 4 0 mg/l、平均値73 0 mg/lであり、特定の

事業所の浄化槽汚泥がヘキサY抽出物質濃度をよげているという結果は得られなかった。

表2 浄化措汚泥の性状調査結果 CA処理鏑設〉

PH 1s ss 綱∞DHn 蜘∞OHn 備∞Dcr 備∞Ocr 予 防D ト閃D

Tm“gN fli|mmi4g“/n 1 

T欄F Cl キザy ::!:な受入修業所

mg/l mg/l mg/l 
I由出物質

単位 mg/l mg/1 mg/1 mg/l mg/1 mg/l mg/l mg/l 処Jll!方式

浄化繊9/10 7.2 7320 5560 3120 446 8960 1200 3050 640 253 150 38.4 201 700 01-1 合併

12 6.8 5790 1540 2880 425 6840 765 3170 93.07 253 205 37.0 99.6 335 02欄 2 除併、l!l~割
13 6.0 7860 2050 3310 644 11900 869 3680 258 186 127 37.7 106 525 自-1 合併

14 6.5 9340 ι ， 2520 4080 549 13900 1200 2320 143 166 183 37.4 102 730 J寸 合併

17 7.2 9160 2580 3450 576 9500 616 2096 172 246 217 43.3 104 660 K-l 合併

18 6.5 7700 2400 3830 688 9280 897 2570 Il8 176 184 32.4 117 565 03ぺ 合併

19 6.4 6110 1600 2780 636 8820 614 2230 134 216 136 24.9 102 785 02網2 合併

20 6.9 8120 6230 3250 442 10400 1130 2490 585 161 135 36.7 143 840 J-2 合併

21 7.1 7990 5540 2830 506 11000 1500 2970 712 237 194 40.8 213 1040 K-2 湯気

25 7.5 7930 6320 2900 380 11400 IlOO 2220 781 256 194 31.7 193 905 02憎3 合併

26 7.6 10400 9600 4230 381 16900 962 3210 287 200 152 24.6 133 570 十3陶敗、 t悶

27 6.9 7300 5070 2660 424 11600 849 2280 729 144 124 31.1 131 725 J嗣3 合併

29 6..7 7710 4880 4270 506 16600 1250 2500 1120 172 117 34.8 154 655 01ω2 合併

10/1 7.0 7570 5260 2870 609 14300 1080 3740 1120 203 125 35.8 168 915 
2 6.8 8640 5310 3550 510 12400 882 1970 942 178 151 28.0 163 865 02幽4 合併

3 6.6 7860 5080 3540 569 13700 1140 3550 1490 220 156 45.1 158 900 1“4. R 合併

4 6.3 8960 5770 3280 577 13300 Il20 3430 1300 175 124 45.1 159 660 
平均 7.4 7986 4548 3343 522 Il812 1010 2793 625 202 157 31.8 144 728 

調査を行った施設では、

油分の変動が比較的小さ

かったこと、および油分

を持ち込まないよう収集

業者の啓蒙が成されてい

たこと、等から、得られ

たヘキサY抽出物質濃度は浄

化槽汚泥中の平均的な濃

度に近いと考えることが

できるo

注〉 ひ:沼地 日:病院 J:レジャー施設 K:会社 R:レストフ

F : No.I0lろ紙でろ過したサンプルを使凋
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(2)、し尿処理工程の油分

し尿、活性汚泥、活性汚泥処理水の分析結果の例を表3に示した。

表2、表3より、し探及び静化槽汚泥中のヘキサy抽出物質濃度を70 0 mg/虫、活性汚据中のヘキサy抽出

物質濃度を 15 --3 0 mg/g-ss、投入最あたりの余鵜汚泥発生霊を6"'"8kg開明/kQとして、ヘキサy抽

出物質の収支を考えると罷2を得る。

図2は、投入されたヘキサy抽出物質の約60%以上が活性汚泥処理で処理されている可能性を示して

いる o

表3 しi菜脇陣諦態調杏結果

制名 柳田IpH I T -S I ss ~ -CO附-∞DMnjT-BOD I F-BOD I Cl一同y

ぷ r.~記 l嗣 !日記 r.~ïïï...-r日記 !日記 …誤算
生し尿 |設計 ~~.~..f.i1~~~.l~~~~~..f..~~~~~..f-..iî~~..f-..~~~~..f...~~~~..f..~i~~~+..:}~~~ 

雌汚泥混合液 i 探 f.._.+-~+..~~創出~.f 三 l三f，...=....+..= … i 

活性汚泥処勘1<I 9/10 I 7.2 I - I - I 56 I - I 2.9 I :- I 192 I似 下

S/26 1 7.41 - 1 - 1 56 1 - 1 4.8 1 - 1 169 1 5以下

T:試料そのままの分開底 F:No.101ろ紙ろ液の分析値

Q k.2/呂
ヘキザY抽出物貿 700略/.2

O. 7 Q kg/悶

生し尿

浄化槽汚泥
活性汚泥処理 二次処理水

5Q rd/日
ヘキサy抽出物質 5時/.2以下

0.025 Q kg/医以下

(6-8) Qkg/臼
ヘキサY抽出物質 0.015-.0.030kg/kg'SS 

(0.09-0. U)Q kg/日

余剰汚泥

図2 生物処理におけるヘキサン抽出物費収支 (A処理施設)

(3)、異常時の油分

A施設以外の B(静岡県)，C (秋田県)， D (兵庫県)の処理施設において、浄化槽汚泥中の油分濃度

を調査した。調査は、各施設について連続して 10自開実施したが、平均値で各々 2030，880，

1020mg/Qであり、 B施設の場合7800，4900mg/Qといった高濃度のヘキサy抽出物質が担.tl

定された。

調査結果から、浄化槽汚泥中の油分がし尿処理に影響を及ぼす濃度は数千mg/Qという高濃度の場

合であろうと考えられた。

(4)、油分に組閣する開題点

数ヶ所のし尿処理施設において実施した聞き取り鵠査の結果、油分lこ起因するトラブルとして以下

の事項が明かとなった。
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①、前処理スクリーンの閉塞

②、生物処理への影響

③、掴液分離操作への影響

@、汚泥乾燥、汚泥焼却設備への影響

②項については特に硝化反応、への阻害が考えられる。また、ひどい時には醸気槽や沈殿槽の表面に

に油膜ができる等の話が聴取できた。

③項についてはろ布ろ過式脱水機への影響が大きいと考えられ、処理能力や合水率の低下が起こる。

④項では、高カロリーの油分のために乾燥・焼却設備での温度コントロールが不調になる場合等が

聴取できた。

4、まとめ

(1)、し尿処理施設に搬入される静化槽汚泥の問題点を整理した結果、明らかにされていない問題点と

して、油分双び汚泥処理に関する照題があった。

(2)、油分について調査を行った結果、静化槽汚泥中の油分〈ヘ特Y抽出物質)濃度は平均70 0，昭/Q

程度であると考えられた。

(3)、処理過程での時打抽出物質分析の結果、投入された時打抽出物質の 60%以上は生物処理される

と考えられた。

(4)、し尿処理施設への油分の影響は数千昭/Qという高濃度のへ持y抽出物質か投入された場合に現れ、

①前処理、②生物処理、③掴液分離、@乾燥・焼鵠への影響が考えられた。

浄化槽汚泥に係る問題点についてはl、大野6)によって広い見地からの課題が報告され、計画収集や

中関処理の検討、水処理や汚泥処理技術の改善が必要であるとされている。

今後はよ記の視点も含め、十浄化槽汚泥処理を含めたし尿処理技術を考えていく必要がある。
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